
カナリヤ電子工業株式会社

都道府県名 神奈川県

所在地 横浜市鶴見区市場下町10番4号

主要製品 単結晶フェライト、マイクロ磁気コア

ISO14001認証　取得年月 2001年4月 最新更新年月  更新無し(返上)   

問合せ先 業務課 TEL: 045-521-3721

パフォーマンス
データ 順法データ 取組み紹介 環境方針

■エネルギー使用量 ■産業廃棄物・有価発生物
単位：トン  リサイクル率：％

※電気CO2排出量係数は 0.357 で算出しています。
　（ただし電気は1998年の係数で算出）

生産数量によりかなりの変動が有ります。 廃棄物の半分以上が水分な為、削減を検討中

■水の使用量 単位：千㎥

単位：トン　上段：2002年度　下段：2001年度

使用量 除去処理 リサイクル

7 0 4

3 0 3

製品出荷

1

1

水域排出 大気排出 廃棄物移動

0 0 0

0 0 0 生産量により変動する

特に無し

■大気汚染物質排出量 ■水質汚濁物質負荷量

－ ｔ － ｔ

－ ｔ － ｔ

－ ｔ

該当無し

リン

■化学物質マテリアルバランス

NOx

Sox

COD

窒素

61 60
74

6 9
62

77 71
63

58
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最終処分量 発生量 リサイクル率

9 9
7

5 5

0

10

98 99 00 01 02

地下水 河川・湖水 上水道・工業用水

0.81.0

0.5

1.21.1

0.0
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1.0
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電力 都市ガス

LPG 重油

灯油 CO2排出量

[千 t-CO2 ]

10[ 10  MJ ]

[千 kl ]

0.44 0.48
0.19

0.31
0.38



1

順法データ

■大気 (大気汚染防止法、条例・協定)　

施設名

－

－

－

－

－

－

ばいじん －

－

－
主要な施設について記載

■水質 ( 水質汚濁防止法 、条例・協定)　

pH(中性7） 5～9

BOD －

COD －

SS －

ノルマルヘキサン 鉱物油 5

抽出物質 動植物油 －

フェノール －

銅 －

亜鉛 1

溶解性鉄 3

溶解性マンガン 1

全クロム －

大腸菌群数（個/c㎥） －

窒素 －

リン －

よう素消費量 －

主要な排水口について記載

■悪臭/騒音・振動/その他の順守状況
悪臭

騒音・振動

・「規制値」は法または条例および協定の値を記載しています

・「－」は規制対象外または実測値なしを、「ND」は定量以下（不検出）を示します※2　（　）は日間平均値です

※1　（　）は日間平均値です

基準値以内年1回測定

0.5 0.5 2回/年

（対象外）

毎月

毎月

－g/N㎥ －

－

－ － －

－

－

－

－

毎月

－ －

－

－

－ －

－

－

0.5

0.45

0.17

1.18

－

注釈>>>

－

－

－

－

以下の健康項目は定量下限値及び規制値以下です
カドミウムおよびその（以下「／」と表記）化合物、シアン化合物、有機リン化合物、鉛／化合物、六価クロム化合物、ひ素／化合物、
総水銀、アルキル水銀化合物、ＰＣＢ、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1.2-ジクロロエタン、
1.1-ジクロロエチレン、シス-1.2-ジクロロエチレン、1.1.1-トリクロロエタン、1.1.2-トリクロロエタン、1.3-ジクロロプロペン、チウラム、シ
マジン、チオベンカルブ、ベンゼン、セレン／化合物、ほう素／化合物、ふっ素／化合物、アンモニア・アンモニウム化合物および亜硝
酸化合物および硝酸化合物（窒素）

－

－

－

－

－

毎月

－

－

－

－

－

－

7.7

－

－

－

－

－

0.43

－

－

－

0.13

7.3

－

－

－

－

－

－

－

－

－

項目

規制値

実測値

平均値 最大値 測定頻度

－

－

－

－

－

－

－－

－ －

－

－SOx

N㎥/h

(ppm) －

－

－－

測定頻度

実測値

NOx

項目

平均値規制値

－

最大値

－



取組み紹介

環境責任者 中村睦昭

環境方針

理     念

方     針

遵法精神に沿った従業員意識改革の継続

業務縮小によりシステムの維持管理が困難な為、残念ながら2002年4月ＩＳＯ１４０００認定書を返上し
ました。
現在の環境への取り組みは、社会的な環境要求を含めたお客様の環境要求を、品質の一部として捉
え、品質管理の一環として行っております。


